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1．はじめに：なぜ「聖なる空間」をとり
あげるのか

文化人類学の大きな目的の一つは、その民族
の持っている固有の世界観・宇宙観（コスモロ

ジー：cosmology）を明らかにすることである。
この場合のコスモロジーとは、「人々が住む世
界やその世界の中で人々が占める場所につい
て、その民族が持っている広範な考え方や説明
の仕方」であり、「世界の創造や、その世界へ
の民族の出自についての考え方」さらに「異郷、
その民族が故郷とみなす世界、死後に向かうで

あろう世界、またはこの世で超越的な経験をし
たときの世界、に関する考え方も含まれる」（1）。
これを簡潔に言い換えれば、その民族固有の「空
間観や時間観」と呼ぶこともできよう。
経営人類学においても、コスモロジーを重視
するという姿勢は同様である。つまり、会社を
一つの全体性を持った文化主体としてとらえた
場合に、その会社固有の世界観・宇宙観が存
在することを認め、これを明らかにすることが
重要な目的となる。このような世界観はその会
社の歴史や事業内容を反映して形成されること
もあるが、創業者自身の生き方や考え方が核と
なって展開されていることが多いように思われ
る。松下電器（現パナソニック）の場合もその
典型であると言ってよいであろう。
松下幸之助（以下、幸之助と記す）の時間観
を示す典型的な事例は、「命知」と名付けられ
た会社独自の「元号」の存在である。幸之助は
昭和 7（1932）年を会社の「真の使命を知った」
という意味で、「創業命知第1年」と定め、それ
以降の会社内における年号を「命知○○年」と
記載した。また、その真の使命が達成されるま
での期間を250 年と定め、それをさらに10 節
に分割して、最初の1節 25 年をさらに3期に
分け、最初の1期 10 年間を「建設時代」、次
の第 2期 10 年間を建設を続けながらもっぱら
活動をする「活動時代」、そして最後の5年は
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「聖なる中心」のような意味を持つ場所であっ
たと考えられる。
本稿の目的は、このような松下世界の「聖な
る空間」としての根源社の意味について考察す
ることにある。このような考察を通じて明らか
にしたいのは、（1）根源社建立のプロセス、（2）
根源社の幸之助にとっての意味、（3）根源社の
会社にとっての意味である。また、そのような
考察により、最終的には会社の聖なる空間とい
うものが事業経営にとってどのような意味を持
つのか、ということにも言及してみたい。

2．「聖なる空間」とは何か：分析のフレー
ムワーク

この章では、分析のフレームワークを準備す
るために、宗教学や文化人類学における「聖な
る空間」「聖地」（sacred space, sacred ground）

の考え方を示しておこう。
専門辞典によれば、聖地とは「信仰または伝
承によって神聖視される一定の地域をいい、崇
拝・巡拝の対象とされるとともに、みだりに出
入りすることのできない禁忌の場所でもある。
聖地は大きく分けて、①山、森、林、岩、川、
樹木、泉、湖、井戸などの自然景観にかかわる
場所、および、②聖者や聖人、修行者や英雄
にゆかりのある霊地、本山、墓所、という2種
の系列が考えられる。とはいっても実際は①の
自然景観と②の霊地における諸建造物とが一体
となって聖地空間を形成している場合が多い。
聖地はそこを訪れて参拝する者にとっては、魂
と肉体のいやしを約束してくれる聖なる中心点
である」と定義される（4）。
このような聖地の「生成」とその「機能」と
いうような部分をさらに詳しく検討するため、
次に、宗教学者M.エリアーデ（Mircea Eliade）

の見解を見ていくことにしたい。
エリアーデによれば、聖なる空間は、「聖なる
ものの現れ（ヒエロファニー）」によって、それ
までは俗的空間であったものが、聖なる場所に

建設と活動を続けながら世間に貢献する「貢献
時代」と名付けた。この 25 年とは、当時一人
の人間が会社において仕事をする期間であり、
これを10世代繰り返せば真の使命が達成でき
るであろうと考えて、250 年という期間を設定
したという。この使命達成の第１段階がひとま
ず終了すると、次の250 年もこの姿は変わらず
に続き、さらに高い理想に向かって人々はまい
進していくであろう、と幸之助は述べている（2）。
このような彼の時間観の背後には、「宇宙の万
物は生成発展する」という根本的な思想があり、
「絶えざる創意と工夫とによって、これを生成
発展の道に生かしていくとき、そこに限りない
繁栄、平和、幸福が生まれ」るという基本的な
考え方がある（3）。
上記のような、まさにコスモロジーと呼ぶに
ふさわしい「万物生成発展」の思想は、幸之助
独自の根本的な空間観にも反映されている。そ
の最も特徴的な場と考えられるのが「根

こん

源
げんの

社
やしろ

」
である。それは神道の社の形をしてはいるが、
中に特定の神様のご神体をいただいているので
はなく、幸之助の直筆による「根源」という檜

ひのき

の札が納められているだけである。この社は、
昭和 36（1961）年に、それまで一時中断してい
たＰＨＰ研究を再開した地である真々庵の庭、
京都のＰＨＰ研究所社屋内、パナソニック本社
にある創業の森、の3か所に建立された。彼は
特定の教団宗教に帰依することはなかったが、
この社の前で「宇宙根源に感謝し、素直な心で
祈る」ということは習慣としていた。創業の森
の根源社の社頭には「人間としての正しい自覚
を持ち、それぞれのなすべき道を、力強く歩む
ことを誓いたい」と記されている。
これは、会社の屋上や敷地内によく見かける

「商売繁盛」「安全祈願」のための神社、すなわ
ち「守護神」とは性格が全く異なっている。根
源社は、幸之助の「宇宙観（コスモロジー）」を
象徴する空間であり、彼自身がそこで「素直な
心」で祈り、宇宙万物に感謝することによって
根源と繫がっていくような、いわば松下世界の
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祭壇は、俗的な空間や時間とは質的に区別され
る神秘的な空間と時間の中で「ミクロコスモス」
を形成している。この意味では、祭壇の建造（お

よび儀礼）は「宇宙創成論」のくりかえしにほ
かならないという。つまり、このことによって、
祭壇は聖なるものの顕現や神の顕現が起こり得
る「聖なる中心」となるのである（7）。また、こ
のことは人間の住居や都市についても同様であ
り、新たな住居や都市の再建は「世界の再建」
と同じような意味を持っており、それらの永続
性が守られるためには、住居や都市も建造の儀
礼により、「宇宙の中心」と結び付けられなけ
ればならないのである（8）。
エリアーデによれば、この宇宙の中心（世界

の中心）には「聖山」があり、そこでは天と地
と冥界とが交叉する「世界軸」が貫いている、
というシンボルで示されることが多いという。
このような「中心」のシンボリズムは、次のよ
うな多様な概念を包含している。すなわち、
宇宙の各層の交叉点という概念、聖なるもの
の顕現する空間という概念、すぐれて「創造的」
であり、創造が開始され得る唯一の空間とい
う概念などである。したがって、さまざまな伝
承において、「中心から創造が始まる」という
表現が見られるのである。なぜなら、中心こそ
が一切の実在の源泉であり、したがって生のエ
ネルギーの源泉だからである（9）。人間は誰しも、
このような中心にいたいという願望があり、そ
こから聖なる空間（楽園）へのノスタルジーが
生じているとエリアーデは言う（10）。
以上のエリアーデの見解を筆者なりにまとめ
てみると、以下のようになる。
「聖なる空間」とは、
（1）聖なるものの顕現によって俗的な場とは明

確に隔絶された場所であること。
（2）そこに入った人間には、何らかの聖なる力

やエネルギーが与えられること。
（3）そこは人間が「設定する」というよりも、
「しるし」を得て「発見される」場であると
いうこと。

変容し特殊化したものであるとされる。この空
間は、聖なるものの現れという「聖性」によって、
周囲とは「隔絶された空間」になっている。こ
のような聖なる空間はさまざまな形をとるが、
どのように形成されてきたとしても、聖との交
わり（さまざまな形態をとって）を可能にするよ
うな「明確な場」が、そこに「常に存在する」
ことに意味がある。さらに、歴史的に伝えられ
た聖なる空間――寺院、宮殿、祭祀を行う場
所など――は、人間がそこに入っていくだけ
で、人間にその力に与らせ、その聖性を与え
てくれるものになるという。多くの部族では、
エネルギーの不足やその必要性を感ずると聖
なる空間に立ち戻り、原初の形を象徴するよ
うな儀礼を行うのである（5）。
このような聖なる空間というのは、人間が意
識的に選択して成立するというものではなく、
何らかの「しるし」が直接的・間接的に啓示さ
れることにより、人間に「発見される」もので
あるという。また、聖なる空間には、それを周
囲と区別するための石垣や塀や堀などの囲いが
張り巡らされることが多いが、それは単に区別
を意味するのみならず、必要な準備もなくそこ
に接近する人々への危険を示すものでもある。
つまり、聖なる場所への接近には、しかるべき
「儀礼」が必要となるという。エリアーデによれ
ば、このような城壁や囲いは都市にも見られる
ものであるが、それは軍事上の役割に使用され
る以前は「呪術的な防禦壁」であったという。
つまり「魔神や怨霊が住みついている『カオス』
的な空間のまん中に、組織化され『宇宙化』さ
れた、つまり『中心』をそなえた空間や飛び地
をつくっておくのである。こうして、たとえば危
機に見舞われた時期（方位や流行病）には、全
住民が集って、行列をつくって、都市の城壁を
とりかこみ、それによって城壁の、境界としての、
呪術宗教的な砦としての性質を増強する」（6）。
さらにエリアーデによれば、このような聖な
る空間を造ることは、「世界を創造する」ことと
同じ意味を持つという。例えば祭祀に使われる
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明神、豊崎工場に黄龍大明神を祀っている。こ
の「守護神」としての龍神社は、新たな事業所
の開設とともに建立されるようになり、一時は
130か所以上に上ったが、事業所の統廃合等に
より漸減し、現在は 100か所あまりに設置され
ているという。上記以外では、音響映像関係の
事業場には下天龍王、開発研究所には天照大
神、西宮の幸之助本宅の光雲荘には善女龍王
が祀られており、それぞれの事業場で毎月一度、
守護神を拝む月例祭が催されているという（12）。
谷口によれば、昭和 14（1939）年に幸之助は
西宮の本宅に善女龍王を祀った際に、「龍神を
祀るだけではどうも物足りなく思った」という。
そこで自らの考案により「天祖大神」（大宇宙の

創造主）を祀り、毎朝柏手を打ち「天祖大神の
御前にかしこみかしこみ申し候。日にちのお導
きありがとうございます。本日もどうぞよろしく
お願いします」と拝んだという（13）。これが根源
社成設にいたる第 2の段階にあたる。
第 3段階は、ＰＨＰ運動の開始と研究所の創
設である。これは松下家が戦争直後に財閥指
定を受け、幸之助自身も公職追放の指定を受け
た「一番苦しかった頃」に始められた思想的運
動であった。幸之助はその動機のひとつについ
て、戦時中の経験を振り返り、膨れ上がった会
社の借金と当時の税金制度への憤慨であったと
述べている。「せっかくまじめに働いて、楽に
なったら借金を返さなければいかんと思って計
算してみると、百万円もうけて百万円税金に取
られるということが、いかにもバカバカしくなっ
てきた。これはどうみても間違っている。どう
したらいいか、これを考えなければならぬ。な
ぜこんなに人間は苦しまなければいかぬのか。
そこから、人間とはどんなものか、人間の本質
はどんなものか。真の繁栄というものが人間の
生活に招来できないものか。キリストを敬い、
釈迦を敬い、しかもなお、長い間こんなことを
やっている。これが人間の姿かどうか、繁栄と、
平和と、幸福を招来する道はないのか……」（14）。
ＰＨＰ運動を始めた動機については、その他

（4）聖なる空間の「囲い」は、そこが特別な場
所であることを区別する意味のみならず、
そこに入るものへの心構えを知らせる役割
を果たしていること。そこに入るためには
何らかの「儀礼」が必要になること。

（5）聖なる空間は、世界や宇宙の中心としてシ
ンボライズされており、そこには天と地を
貫く「世界軸」が貫いており、創造的エネ
ルギーの中心であること。

（6）人の住居や都市なども、ある意味では聖な
る空間として造られており、住居や都市の
創造は「世界の創造」を意味していること。

（7）人間はつねに聖なる空間にいたいと思い、
これを求めていること。

松下世界における「根源社」も、完全にとは
言えないが、上記のような意味での「聖なる空
間」の要素を持っていたのではないかと思われ
る。少なくとも、幸之助にとってはそのような
場所だったのではないかと筆者は考える。次章
以降で、この点をさらに検討していくことにし
たい。

3．聖なる空間としての「根源社」の成立

3－ 1．「根源社」成立までのプロセス
根源社の成立にいたる背景を探るにあたり、
谷口全平は、「龍神」祭祀から「天祖大神」を
経て最終的に根源社の成立にいたるという段階
があったことを指摘している（11）。以下ではこれ
らの段階について簡単に触れておこう。
まず第１段階は、事業の繁栄と従業員の安全
を願って、和歌山の幸之助生家で祀っていた
「白龍大明神」（巳）を、大正 7（1918）年に大

おお

開
ひらき

町
ちょう

で会社を設立した際に祭祀したことに端を発
している。やがて昭和 8（1933）年に本社が門

かど

真
ま

に移転するとともに白龍大明神も移転してい
る。さらに、昭和 10（1935）年には松下電工に
黒龍大明神を、昭和 11（1936）年には松下電器
電極工場に青龍大明神、自転車工場に赤龍大
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資料によれば、昭和 37（1962）年 4月 18日
午前 8時より、真々庵にて「根源拝礼の式典」
が行われている。当日の様子について「当日は
雨天で、ご供物と参列者の上に天幕をはって式
をとり行ったが、雨の庭また美しく、一同すが
すがしい心で、20 分の式典を終えたのである」
と記されている。以下に示すのが当日の式次第
であるが、これは、従来の形式にとらわれずに
新たに考案したものであるという（16）。

「根源拝礼の式典」式次第

１．身そそぎ

１．開式のことば

１．東方遥拝合掌

１．清
きよめ

浄の儀

１．毎日のことば

１．根源拝礼の式典のことば

１．根源牌奉納

１．宇宙の根源に対する感謝と喜びのことば

１．玉串奉奠

１．合掌祈念

１．所長告辞

１．所員代表答辞

１．毎日のことば

１．閉式のことば

以上

上記の「宇宙の根源に対する感謝と喜びのこ
とば」ならびに「根源拝礼の式典のことば」は
この式典のために作られたものである。それぞ
れを以下に示すことにしたい。

「宇宙の根源に対する感謝と喜びのことば」（17）

私どもは宇宙の根源から発し、幾万代に

もわたる遠い祖先からのつながりを通じて

今日ここに生かされていることに対して、心

から感謝いたします。

そして、この風光すぐれた山紫水明の地

を得て意義あるＰＨＰの仕事にたずさわる

ことに、深い喜びをおぼえます。　

にもいろいろなところで述べられているが、佐
藤悌二郎は次のように整理している。第1には、
幸之助が困窮した状況に陥っている人間の姿に
強い疑問を抱いたことである。戦後日本の混乱
の中で、インフレや大凶作などに直面し、道徳
や人心の荒廃は著しいものがあった。このよう
な現状を目の当たりにして、「人間の本質」「人
間のあるべき姿」を考えてみたいと思ったこと
である。第 2には、先にも述べた税制に代表さ
れるような、政治のあり方に対する疑問である。
それらに加え、第 3には、戦後の厳しい状況の
中での幸之助自身の心の慰安でもあったとい
う（15）。
このような動機から、幸之助は昭和21（1946）

年 11月にＰＨＰ研究所を創設し、所員と研究
を進めるとともに、裁判所、婦人会、大学、宗
教団体などで活発な講演活動を行った。また昭
和22（1947）年には雑誌『ＰＨＰ』が発刊された。
このＰＨＰ運動の根本的な思想は、綱領にも示
されたように「天地自然の中に繁栄の原理を究
め、進んでこれを社会生活の上に具現し、以て
人類の平和と幸福とを招来せんことを期す」と
いうものであった。ＰＨＰ運動は、幸之助が松
下電器の経営再建に専念するようになるととも
に、昭和 25（1950）年に一度中断され、昭和 36
（1961）年の社長退任後に再開される。このと
きに研究の中心となったのが京都東山山麓の
真々庵であり、その一隅に伊勢神宮の社を模し
た「根源社」が初めて建立されたのである。さ
らに昭和 42（1967）年には京都駅前のＰＨＰ研
究所ビル内に、そして昭和 56（1981）年には松
下電器本社「創業の森」に建立され、この3つ
の社は今日まで守られている。

3－ 2．根源拝礼の式典と社の意味
ここでは上記の真々庵の根源社建立時の式典
の模様を、ＰＨＰ研究所に残された内部資料（Ｐ

ＨＰ記録ノート）に依りながら紹介し、根源社の
意味について若干の検討を加えることとした
い。
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もとより宇宙の根源力は、万物にあまね

くゆきわたっているもので、この社にのみ存

在するというものではありません。

しかしながら、常にその存在を忘れず、

感謝と祈念のまことをささげるためにその

象徴として、ここにこの社を設けたのであ

ります。そして、この社の中心は、きよめら

れた檜の板に、松下所長によって「根源」

と墨書されたものであります。まことに意義

深く貴重なものと云わねばなりません。

私どもは、この景観すぐれた真々庵の地

を得て、しかも意義あるＰＨＰの仕事にた

ずさわることの喜びをもって、本日ただ今

より、この社をつねに掃ききよめ拝礼を怠

らず、宇宙の根源に対して、心からの感謝

と祈念のまことを捧げたいと思うのでありま

す。

その念がいよいよ強く、その思いに真実

があふれたならば、遠い祖先とのつながり

を通じて、今日ここにわれわれが生かされ

ていることの喜びが、更に新たになり、自

分自身が新しく見直されて、次第に人間本

来の姿が自覚できるようになると思うので

あります。

その意味において、本日のこの式典は、

まことに意義深く重要であります。

私ども一同、身をきよめ心をこめて、根

源拝礼の式典を行い、幾万代にわたる祖先

を通じて、宇宙の根源に対する礼をつくし

たいと思う次第であります。

　昭和37年4月18日

こうして式典は20分間で終わり、9時からに
ぎやかに朝食会が催されたが、その席には祝と
して赤飯と鯛が供されたということである（19）。
以上の式典の模様、とくに上記の言葉により、
根源社の性格が明確となると思われる。すなわ
ち、根源社の外形は伊勢神宮を模してはいるも
のの、特定のご神体を祀る神殿なのではなく、
幸之助自らの筆で「根源」と墨書きされた檜の

この感謝と喜びを日に新たにするために、

ここに宇宙の根源の象徴として真々庵の社

をきづ（ママ）かせていただきました。

私どもは本日より、この社をつねに掃きき

よめ拝礼を怠りなくすることによって、祖先

を通じて宇宙の根源に感謝と崇敬のまこと

をささげて、人間本来の自覚が得られるよ

うつとめたいと思います。

「根源拝礼の式典のことば」（18）

宇宙の根源は、万物の存在の根源であり、

またその活動の源泉でもあります。

今ここに集う私どもお互いの体内にも

脈々としてその力が働き、この景観に恵ま

れた真々庵の一木一草に至るまでも、生き

生きとみちあふれているのであります。

私どもは、この偉大な根源の存在を常に

忘れず、これに絶えず感謝と祈念のまこと

を捧げなければなりません。これはＰＨＰ

で云う「第１の礼」にあたるものであります。

第１の礼とは「祖先を通じて、宇宙の根

源に感謝と祈念のまことを捧げること」で

あります。

すなわち、私どもが今日ここにあるのは、

幾万代にもわたる遠い祖先のつながりが

あったためであり、しかもその祖先の極限

は、宇宙の根源から発しているのでありま

す。従って宇宙の根源と祖先とは、いわば

一体であり、祖先への感謝は根源に対する

感謝となり、また根源に対する祈念は同時

に祖先への祈念になるのであります。

この第１の礼を行うことによって、私ども

は、祖先を知り、自己を知り、そのつなが

りを通じて、宇宙の根源と一体であるとい

う自覚を持つことができるようになるのであ

ります。

私どもは、この第1の礼にもとづいて、

ここ真々庵の一角を選びきよめ、ここに宇

宙の根源を祀る一つの社をつくりたいと思

うのであります。
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か。そしてこの社の前で幸之助は一体何を祈念
したのであろうか。このような点について次章
でさらに詳細に検討することにしたい。

4．松下世界（コスモス）における聖なる
空間：幸之助にとっての根源社

幸之助にとって根源社とはどのような存在
だったのだろうか。そのことを考えていくにあ
たって、まず、彼の人間観と神の考え方につい
て触れておくことにしよう。
幸之助は、自らの著作や講演の中で、折ある
ごとに人間について述べているが、明確に人間
観が示されているのは、以下の「新しい人間観
の提唱」においてであると思われる。やや長く
なるがその全文を引用してみたい。

新しい人間観の提唱

宇宙に存在するすべてのものは、つねに

生成し、たえず発展する。万物は日に新た

であり、生成発展は自然の理法である。

人間には、この宇宙の動きに順応しつつ

万物を支配する力が、その本性として与え

られている。人間は、たえず生成発展する

宇宙に君臨し、宇宙にひそむ偉大なる力を

開発し、万物に与えられたるそれぞれの本

質を見出しながら、これを生かし活用する

ことによって、物心一如の真の繁栄を生み

出すことができるのである。

かかる人間の特性は、自然の理法によっ

て与えられた天命である。

この天命が与えられているために、人間

は万物の王者となり、その支配者となる。

すなわち人間は、この天命に基づいて善悪

を判断し、是非を定め、いっさいのものの

存在理由を明らかにする。そしてなにもの

もかかる人間の判定を否定することはでき

ない。まことに人間は崇高にして偉大な存

在である。

このすぐれた特性を与えられた人間も、

札が奉じられていること。また、この社の性格
は、万物の生命と活動の源である宇宙根源の力
と、それに連なる幾万代の祖先を象徴するもの
であり、それらへの感謝と祈念をささげる場と
して建立されたことが特徴的である。この意味
では、先に述べた「龍神社」のように事業の繁
栄や従業員の安全のための「守護神」という性
格とはかなり異なるものとなっていると言えよ
う。根源社はＰＨＰという思想運動の中心的シ
ンボルであるとともに、幸之助自身の活動全体
にとっての精神的よりどころと言ってもよいよ
うに思われる。事実、この根源社はＰＨＰ研究
所のみならず、幸之助が経営活動を行った松下
電器本社の創業の森にも建立されている。創業
の森の根源社の社頭には、以下のような言葉が
掲げられている。

「根源社」

宇宙根源の力は、万物を存在せしめ、そ

れらが生成発展する源泉となるものであり

ます。

その力は、自然の理法として、私どもお

互いの体内にも脈々として働き、一木一草

のなかにまで、生き生きとみちあふれてい

ます。

私どもは、この偉大な根源の力が宇宙に

存在し、それが自然の理法を通じて、万物

に生成発展の働きをしていることを会得し、

これに深い感謝と祈念のまことをささげな

ければなりません。

その会得と感謝のために、ここに根源の

社を設立し、素直な祈念のなかから、人間

としての正しい自覚を持ち、それぞれのな

すべき道を、力強く歩むことを誓いたいと

思います。

　昭和五十六年五月五日

　　　　　　　　　　　松下幸之助

このような根源社は、幸之助にとって、また
会社にとってどのような意味を持つのであろう
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あること。第 4に、その実現のためには個人の
能力には限りがあるので、皆の衆知を集めるこ
とによってのみ可能となること。以上である。
つまり、宇宙万物の理法により、「生かされて
いる」人間ではあるが、同時に、自らの主体的
な力を持って、万物の本質を「生かし」「活用
する」ことによって、物心一如の繁栄がもたら
され、そうすることが人間の天命であること。
そして、そのために衆知を集めることが必要不
可欠であることが主張されている。このように、
宇宙万物の理法を絶対的なものとして受け入れ
つつも、その中での人間の意思にもとづく主体
的な側面を重視していくのが幸之助の人間観の
特徴であるが、この考え方は、彼独特の「神」
の概念にも反映されている。
彼は神について以下のように述べる。「人間
というものが偉いものやと思うのは、自分の発
想で神様というものを創造するわけですな。そ
の創造した神さんに手を合わして拝んでいる。
それで知恵を授かる。知恵を授かって自分が成
長する。成長した知恵をもって、より高き神さ
んをつくる。そしてそのより高き神さんをまた
手を合わして拝む、そして自分も成長させる
……自由自在に神をつくっているのが人間です
わ」（21）。つまり、神は人間によって創造され、
人間の成長に従って「より高い神」を創って
いく、いわば「創造し続けられる神」というイ
メージがそこにはある。
彼は社会における宗教の役割については重視
していたが、特定の教団宗教には属していな
かった。彼自身、宗教について以下のように述
べている。「自然の恵みの根源を求めて、これ
に応ずる人間の心のあり方をわきまえ、それを
実践していくことが宗教であると思います。し
かもそれは人として当然踏まなければならな
い道であります。宗教に入るといいますと、神
仏の恵みを祈願するというように考えられやす
いのですが、むしろ神仏から恵みを受けてい
るのに対して、これに相応ずる態度をとること
が、正しく宗教に入る立場だと思うのでありま

個々の現実の姿を見れば、必ずしも公正

にして力強い存在とはいえない。人間はつ

ねに繁栄を求めつつも往々にして貧困に陥

り、平和を願いつつもいつしか争いに明け

暮れ、幸福を得んとしてしばしば不幸にお

そわれてきている。

かかる人間の現実の姿こそ、みずからに

与えられた天命を悟らず、個々の利害得

失や知恵才覚にとらわれて歩まんとする結

果にほかならない。

すなわち、人間の偉大さは、個々の知恵、

個々の力ではこれを十分に発揮することは

できない。古今東西の先哲諸聖をはじめ幾

多の人びとの知恵が、自由に、何のさまた

げも受けずして高められつつ融合されてい

くとき、その時々の総和の知恵は衆知と

なって天命を生かすのである。まさに衆知

こそ、自然の理法をひろく共同生活の上に

具現せしめ、人間の天命を発揮させる最

大の力である。

まことに人間は崇高にして偉大な存在で

ある。お互いにこの人間の偉大さを悟り、

その天命を自覚し、衆知を高めつつ生成発

展の大業を営まなければならない。

長久なる人間の使命は、この天命を自覚

実践することにある。この使命の意義を明

らかにし、その達成を期せんがため、ここ

に新しい人間観を提唱するものである（20）。

　昭和四十七年五月

松下幸之助　

この幸之助の「人間賛歌」とも呼べるような
人間観において、特に注目すべきは次の点で
あると思われる。第 1に、宇宙万物の生成発
展は自然の理法であるということ。第 2に、そ
の自然の理法に順応しつつ万物を支配する力が
人間の本性であること。第 3に、万物に与えら
れたそれぞれの本質を生かし活用することに
よって、物心一如の真の繁栄を生みだすことが
でき、これが宇宙から人間に与えられた天命で
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れるような、強くて柔らかな水の姿にも譬えら
れるという（26）。
さらに彼は言う。「素直な心が生長すれば、
心の働きが高まり、ものの道理が明らかになっ
て、実相がよくつかめます。また、そのなすと
ころ融通無

む

碍
げ

、ついには、円満具足の人格を
大成して、悟りの境地にも達するようになりま
す」（27）。つまり、素直な心が高まることにより、
自我や私心にとらわれることのない正しい判断
ができるようになり、結果として人格的な成長
を遂げるというのである。このような素直な心
になるためには、「まず心に念じ、朝夕、これを
心がけなければならない」という。各自が日々
の自分の行いを反省し、心にとらわれがなかっ
たかを振り返ることによって、素直な心は生長
していくというのである（28）。
以上の検討を踏まえて、幸之助にとっての根
源社の役割を考えるならば、日々の経営をめぐ
る困難な問題の中で、自らの行動を振り返り、
自我や私心に振り回されることのない素直な自
分を取り戻すための場所、それが根源社だった
のではないかと思われる。いわば、昨日までの
自分自身を一度「白紙」状態に戻し、そこから
曇りのない目で物事を判断するための「軸」に
立ち戻る場所、それこそが根源社だったのでは
ないかと推察できる。またそれと同時に、根源
社は、周囲に対しては、幸之助の宇宙観や哲学
を象徴的に表現する場所でもあったと考えられ
るのである。
昭和 30 年代の高度成長と不況の波の中で、
松下電器は大きな成長を遂げるとともに、多く
の困難な問題にも直面した。例えば代理店との
関係をめぐる昭和 39（1964）年の「熱海会談」
などは、その代表的な出来事であったように思
われる。経営上の多くの困難な問題に直面し、
意思決定に迷うとき、幸之助にとって心のとら
われから一度解放され、素直な心で物事の本質
をとらえるための空間が必要だったのではない
か。根源社は、もともとはＰＨＰ活動の中心と
して建立されたが、昭和 50年代には本社創業

す」（22）。
幸之助は、特定の教団に入るということのみ
ならず、自分自身でその道を求めるということ
もふくめて宗教的態度ととらえており、「すでに
ある宗教によると否とにかかわらず、要するに
自然の恵みを知り、これに相応ずる生活態度を
打ち立てるところに、繁栄、平和、幸福の基が
あると思う」と述べている（23）。
以上のように考えると、まさに「根源」とは
彼自身が最終的にたどりつき自ら創り上げた
「神」であり、その象徴として「根源社」を祀り、
これを祈ることは、自然の恵みに感謝するとい
う「宗教的態度」の現れにほかならない。根源
社の前に静かに座り、幸之助ははたして何を
祈ったのか、今となってはそれを本人に確かめ
る術もないが、谷口全平は次のように語ってい
る。「私が真々庵で仕事をしていた頃、松下は
真々庵に来ると、何よりもまず最初に根源の社
にお参りをした。神式に二礼二拍をして、手を
合わせ祈った。時には藁

わら

の円座を敷き、その上
で座禅を組み、手を合わせて、しばらく瞑想に
ふけっていた。松下は何を祈っているのかと問
われて、『感謝と素直』だと言っていた」（24）。
ここで根源社の幸之助にとっての意味・役
割を検討するにあたって、「素直」ということ
について改めて触れておく必要がある。幸之
助にとって「素直」というのは特別な意味を
持つ言葉であった。彼自身の言葉によれば、「素
直な心とは、寛容にして私心なき心、広く人
の教えを受ける心、分を楽しむ心であります。
また、静にして動、動にして静の働きある心、
真理に通ずる心であります」（25）と述べられて
いる。つまり、ここでいう素直とは、人の言う
ことを何でも聞き、それに従順であるという消
極的態度を指すのではなく、もっと強く積極的
な態度のことである。幸之助自身の譬えによれ
ば、回っているコマの軸のようにバランスのと
れた「動かぬ中心点」を示すようなもので、物
事の真実を受け入れようという力の湧いてくる
心であるという。これは「水五題」にあらわさ
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にある根源社を見学させていただき、関係者か
ら話をお聞きした。この根源社はビルの中に設
置されているが、周囲には障子がはめ込まれ、
入口を入ると庭のような敷石が敷かれており、
社の傍らには石のつくばいも置かれている。ま
た、同じ場所には幸之助が研究員たちとＰＨＰ
研究を行った和室（問答室）があり、机には幸
之助の写真が飾られている。その空間に足を一
歩踏み入れたとたん、都会のビルの一室である
ことを忘れてしまうような静寂と、思わず襟を
正してしまう張り詰めた空気に包まれる。ここ
が周囲とは隔てられた特別な空間であることが
感じられる。
根源社に初めて拝したとき、想像していたよ
りも大きく、造られたばかりのように美しい社
であるという印象を筆者は持った。社殿もその
周囲も塵ひとつなく掃き清められている。真々
庵で幸之助は社の前に藁の円座を敷き、その上
に座って拝礼していたといわれるが、ここでは
前に立って目の高さにある社を拝む形になる。
社の前には幸之助の著書『松下幸之助の哲学』
と雑誌『ＰＨＰ』の最新号、そして「誓いのこ
とば」「決意のことば」と墨書きされた奉書が
置かれている。「誓いのことば」は入社式で新
入社員の代表が、また「決意のことば」は創設
記念日に社員の代表が、それぞれ読み上げたも
のが置かれるのだという。生前の幸之助もこの
ビルを訪れた際には、ここに立って祈っていた
とのことであった。
現在のこの場所の活用状況については、基本
的には閉められているが、お客様をお迎えして
幸之助の思想などについて話すときには、ここ
は大変ふさわしい場所であるとのことであった。
ＰＨＰ研究所では、毎月18日（ＰＨＰ研究再開

の記念日）に「真修会」という集まりが行われ
ているが、始業前に役員が根源社の前に集まり、
社歌「毎日のことば」を歌った後に、二礼二拍
手一礼による拝礼、その後「真修会告示文」を
読み上げるとのことである。その後、社員が会
議ホールに集まり、全員で社歌を歌い、真修会

の森にも建てられたことを思えば、幸之助に
とって、事業経営上でも重要な役割を持ったで
あろうことは容易に推察できる。
聖なる場所とは、先に述べたように日常的な
空間から切り離されており、その中に入ると、
ある種の力や聖なるものが顕現してくる特別な
空間であった。まさに根源社は、幸之助にとっ
て、日常のとらわれから解放されて新たな力が
湧き上がる場所であり、先祖や万物の根源とつ
ながり、素直な心を取り戻す場所であったと考
えられる。その意味で彼自身の「聖なる空間」
として機能していたことは事実であろう。しか
も社の形をしてはいるものの、それはご神体の
祀られた神殿なのではなく、宇宙根源を象徴
する場所であったことが興味深い。つまり言い
換えるならば、この場所は聖なる「中心」であ
りながら、宇宙根源へ向けて「無限に開かれて
いる場」としてもとらえることができるのでは
ないか。この意味で「空」あるいは「無」なる
空間と呼んでもよいのではないか、と筆者は
考えている（29）。
ＰＨＰ研究所にとっては、組織としての精神
や世界観を象徴するシンボルであり、聖地とし
ての役割を担っていたように思われる。しかし
ながら、これは同時に、松下電器という会社に
とっての聖地でもありえたのであろうか。また、
幸之助没後 20年を経てパナソニックへと社名
も変更された現在、ＰＨＰ研究所にとっては聖
地でありえても、パナソニックにとって、根源社
は聖地であり続けるのであろうか。さらに、そ
の役割は今後どのように変化していくのであろ
うか。これらの点について考えるために、次章
では、京都ＰＨＰ研究所およびパナソニック本
社における現在の根源社の役割について、現地
調査を踏まえて、若干の検討を行っておきたい。

5．結びにかえて：創業者の聖なる空間と
会社の聖なる空間

現在の状況を知るために、京都ＰＨＰ研究所
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幸之助にとって根源社が日常か
ら離れて無心な気持ちで「感謝
と素直を祈念する場所」であっ
たのと同じ意味で、現在の社員
に受け取られ活用されているか
否か、この点については今のとこ
ろ不明である。社員へのインタ
ビューなどを通じて、今後明らか
にしていく必要があろう。
もしも、この社が単なる幸之助
哲学のシンボルとして機能してい
るにすぎないのなら、それは「幸
之助神社」と呼んでもよいような

存在となってしまう。であれば、「根源」と幸
之助があえて名付けたこの社の本来の意味から
は変容していると思われるのである。
次に、パナソニック本社の根源社について触
れておこう。昭和 53（1978）年の創業 60 周年
記念事業の一環として、本社の構内に「創業の
森」が建設された。社内資料（本社社史室保管）

によれば、昭和 54（1979）年の建設計画のほぼ
開始時に、幸之助の指示によって根源社建立が
決定され、昭和 56（1981）年すなわち創業命知
50 年に完成した。この年の 5月5日の創業記
念日には、記念式典に先立って創業の森で根源
社の入魂式が行われ、幸之助（当時相談役）、
松下正治会長、山下俊彦社長以下、本社役員
全員が列席している。続く5月8日には、創業
の森の竣工式と除幕式がとり行われた（30）。
この根源社の入魂式で、幸之助は根源社の
建立について以下のように語っている。

実は、根源寺社（ママ）を当時設営する

ことにつきましては、みなさまに前もってお

伝え申し上げるべきであったのですが、そ

れなくして私の一存でこの根源寺社（ママ）

は完成いたしました。

といいますのは、まだ三十数年前、ＰＨ

Ｐ研究所を始めました時に、ＰＨＰの骨子

はどこにあるかということをなんなりと考え

告示文が読み上げられた後、幸之助のビデオや
テープを視聴したり役員や研究員による講話を
聞いたりして、幸之助の哲学に触れる機会を持
つとのことであった。この集まりは「松下幸之
助創設者のＰＨＰ創設の願いに触れる会」と名
付けられている。
このように、根源社そのものに直接触れる機
会は、役員を除いてはあまり多くはないという
が、社員全員が入社時に一度は根源社を拝し
ており、その存在については知っている。しか
し日頃はほとんどその場所に行く機会もなく、
意識することもないようであった。特に、宗教
的に神格化された存在として意識されているこ
とはないとのことである。
以上のことから、京都ＰＨＰ研究所における
根源社に関しては、役員が記念日に定期的な儀
礼を行うことを通じ、創設者の思想や哲学に触
れるための、神聖かつ象徴的な場所として、聖
地の役割を果たしているように思われる。もと
よりＰＨＰ研究所は、幸之助が始めたＰＨＰ運
動の普及を目的とした組織であり、その意味で
は、幸之助の思想の究極のシンボルとも言える
根源社は、幸之助自身にとっての聖なる場所で
あると同時に、組織にとっての聖なる場所でも
あったと言えるであろう。このような幸之助思
想のシンボルとしての意味では、現在も聖地と
しての役割を果たしているとは言える。しかし、

京都ＰＨＰ研究所社屋内の根源社
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が、幸之助自身の経営思想の根底に確固たる
存在として据えられた、と考えてもよいのでは
ないか。まさに、本社の根源社は彼の思想を具
現化し、自らにも、そして会社全体にも、その
精神を思い起こさせるためのシンボルとなった
と言えるであろう。根源社をふくめて創業の森
全体が聖なる空間と呼べるような存在として設
立されたといってよいのではないか。
創業の森の記念式典後の祝賀パーティで、山
下俊彦社長は「この森は諸先輩の徳を思い、会
社永遠の発展を願うよすがとして、創業百年に
向けて努力する松下関係すべての人の思索の
場にしたい」と語っている。さらに社員代表の
髙橋荒太郎顧問は、「仕事に迷いが出たときは、
ここで創業の原点に帰って是非を考え謙虚に反
省したい」と誓ったという（32）。
この論考の取材のために、筆者も創業の森を
案内していただいた。パナソニック本社の中ほ
どに、面積 2,300 平米ほどの、楠などの堂々た
る大木を配したみごとな「森」が創られている。
周囲の近代的な社屋ビルとは対照的に、そこは
自然をそのまま写し取ったような空間となって
いた。中に入ると、周囲とは隔絶された静寂に
包まれ、木々をわたる風が心地よい。真々庵の
庭園を模したという木立の中の砂利道を歩いて
いくと、幸之助と睦まじく寄り添うむめの夫人
の像がたたずみ、さらに奥に進むと、白砂の先

てまいりました。その結果、こ

の宇宙、万物はまことに整然と

寸分のまちがいもなく、無限の

過去から未来への将来にわ

たって宇宙の存在が続いていく

わけです。

そういうようなことを考えて

まいりました結果、宇宙の尊厳

と大昔からの諸現象はどこにあ

るのかということを考えまして、

これは宇宙根源の力の働きだ

と。

宇宙根源の力というものが存

在しておって、その根源の力によっていっ

さいが動いておるのだろうと。（中略）

それで人間というものは、宇宙根源の力

によって存在するものの中でも一番中心と

なってやっているものである。自分でもそう

いう感じであると思い、それが神の力であ

ると。

このような解釈が私なりにできたもので

すから、それを思想精神として今日までやっ

てまいりました。それによってＰＨＰは、だ

んだんと発展につぐ発展と申すような状態

で今日まできたのでありますが、最近は米

国あるいは欧州、あるいはその他の国々で、

ＰＨＰはぼつぼつ話題になってまいりました。

そういうことで、今度本社にも根源の社

をお祭りしたいとかように考えまして、本日

の吉日をもちまして宇宙根源の社を建立い

たしました次第です」（31）

以上から、ＰＨＰ思想の根本である「宇宙万
物の根源の力」を具現化したシンボルとしての
根源社を本社に建立したことの意図は、ＰＨＰ
の思想が彼自身の中でも不動のものとなり、世
界各国でも認められるようになったことから、
これを事業経営の根本的な精神として、本社に
もお祭りしたということであったように思われ
る。つまりこの時点にいたって、ＰＨＰの思想

パナソニック本社「創業の森」内の根源社
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に目指す根源社が現れた。建立後 30年がたち、
そのたたずまいも風格を増しているのであろう。
はるか昔からそこにあったように、静かに木漏
れ日を浴びながら、「自然」に社は存在してい
た。その空間は、森の中でも大変明るいように
感じられた。これが「聖なる空間」というもの
の感触なのかもしれないと思った。会社の中に
このような空間があることの意味を、改めて考
えさせられた。
根源社は「創業者の聖地」なのか「会社の
聖地」なのか、それは創業者の理念や哲学を
継承するか否かという以上に、創業者の世界
観（コスモロジー）を継承するか否か、という
点で大きな問題にも関わってくる（33）。この点
を明らかにすることが、企業の世界的展開の在
り方に向けて大きな課題になるとともに、経営
人類学的な研究の有効性をも問う重要な鍵にな
ると筆者は考えている。
最後に、会社における「聖なる空間」が事業
経営、とりわけ経営者の意思決定にもたらす意
味について、現時点での若干の検討を加えてお
こう。先に述べたように、根源社は、神道の社
の形はとっているが、特定のご神体をいただく
神社ではなく、創業者松下幸之助の哲学の背
景にある「万物生成発展」という宇宙観を体現
した「聖なる空間」であった。そこで、幸之助
は日常の心のとらわれを離れて、ひたすら「素
直な心」に立ち戻り、万物の根源と祖先に感謝
をささげたという。この瞬間は、日常的空間か
ら切り離された異次元とでも呼べるような一瞬
であり、その「真空状態」は、彼にどのような
影響を与えたのであろうか。
筆者はかつて「狂気・異形・才覚そして革新」
と題する報告において、経営者とくに創業者は、
他人から見ればときに「狂気・異形」とも見え
るような強烈な世界観を持っていることを指摘
した。そして、そのような世界観を背景として、
常人では考えられないような意思決定を下すこ
とがあり、それが大きな革新へと結びつく可能
性を秘めていることを主張した（34）。この場合の

革新とはJ.シュンペーター（Joseph Schumpeter）

が「新結合」（生産諸要素の新たな結合）と表現
したものであり、従来の枠にとらわれない、諸
要素やアイディアの新たな結合状態の創出を意
味している。
筆者が考えるに、根源社のような聖なる空間
において、創業者幸之助が体験したいわば「真
空状況」は、従来の固定概念から一度離れて、
「新たな観念の飛翔」を生みだすような、その
ような「革新のきっかけ」を幸之助に与えるこ
ともあったのではないか。つまり、「聖なる空間」
は、幸之助にとって新たなアイディアの「創造
の場」でもあったのではないか、ということで
ある。もしそうであったとすれば、これは事業
経営にとって、大変大きな役割を果たしていた
ことになる。また、もし上記のような「革新と
創造の場」としての意味があるのであれば、会
社の「聖なる空間」は、創業者のみならず、あ
らゆる組織メンバーにとっても、極めて意味の
ある場となる可能性を秘めている。さらに言え
ば、幸之助に限らず、またパナソニックに限ら
ず、そのような「聖なる空間」は、多くの会社
の中に実は存在しているのかもしれない。
いずれにせよ、上記のことはあくまでも憶測
の域を出るものではなく、さらなる調査と研究
が必要である。今後の自らの課題としたい。

＊ 本研究に際して、ＰＨＰ研究所取締役の
佐藤悌二郎氏、同研究所研究部長の渡邊祐
介氏、ならびにパナソニック本社社史室参事
の中西雅子、江見政義両氏に多大なご指導と
ご協力をいただいた。心から感謝したい。

＊ 本研究の一部は、日本大学経済学部中国・
アジア研究センターからの研究助成を受けて
いる。
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